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＜連絡事項＞
・准看護師連絡協議会入会費１０００円について、6/23（火）までに加藤S.G.Mまでお願いします。
＜患者様連絡事項＞
・宮古　みゆき様～疼痛時カロナール(200)　１０回分処方。
・清水　浩様～不眠時ルネスタ(1)　５回分処方。

・丹内　栄子様～東Aユニット１３号室→東Aユニット１６号室
・飯岡　未来様～東Aユニット１６号室→東Aユニット１３号室

・工藤　禮子様～東Cユニット５号室→東合併症室
・鎌田　隆子様～6/24（水）13：30　介護認定調査あり。弟様と姪様同伴されるため、入院時書類の印鑑とＬＴ引き落とし書類に記入いただき、スキャンの後お渡し下さい。服薬は明日より処方とし、本日は頓服薬にて対応。
・尾下　モト様～田子町社会福祉協議会ケアマネージャー中村氏より、ＧＨ入所判定の結果、ＧＨ入所が可能になったとのこと。娘様としてはＧＨの入所を優先させたいとの希望にて出来れば6/30退院をさせたいとのこと。
・宮古　みゆき様～6/26（金）14:00から十和田市役所職員と小菊荘スタッフが面談のため来院されます。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・立花　圭様～時間隔離中。過干渉や妄想発言なく対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後1時間の開放観察実施。開放時ホールを徘徊し部屋戻る動作を繰り返している。他者トラブルなし。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・袴田 将志様～終日隔離中。10時～16時の開放観察実施。開放時ホールにて書き物している。話し掛けに対しまとまりのない発言聞かれている。眼光の鋭さなし。
引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
・村山　吾郎様～時間隔離中。不穏さや措置の対する不満はなく対面時穏やか。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察行っていく。
　　　　　　　　
＜要注目患者様情報＞
・飯岡　未来様～自室にて臥床されている。話し掛けに対し返答や追視はなし。指示の点滴トラブルなし。

・木村　格治様～ホールにて過ごされている。妄想発言や高圧的な態度はなく対面時穏やか。
・木村　茂様～食事は拒否あり不食。服薬拒否見られたが促しにて服薬できている。指示の点滴トラブルなく終了。
・飯岡　裕子様～バイタルサイン異常無し。フェイススケールは3～4で経過。腹部不快感、便意ありトイレ誘導行い排便あるが腹部不快感は持続している。活気なく臥床している。
・坂上　典子様～自室にて過ごされている。不穏さはなく対面時穏やか。
＜田名部Dr診察情報＞
・袴田　将志様～最近の状況として、日中は6時間開放時間を設けている。診察中もまだ言動面では妄想や不自然な思考内容は多いものの、興奮や被刺激性は見られていない。夜間睡眠は不眠時薬を使用する事はあるが、概ね取れている。食事摂取も出来ている。過度な水飲み行為も無い為、明日より時間隔離(20時-6時)に変更となる予定。臨時薬はインヴェガ9㎎は終了、フルメジン糖衣錠3㎎追加、他同内容で7日分処方。
・久保　興介様～臨時薬は同内容で7日分処方。主治医より先日の面談時に母様が1週間毎に本人の様子について病棟に確認の為、来院したいとの希望聞かれていたとの情報提供あり。母様来院時には病棟スタッフより生活状況等の情報提供行ってもいい・必要であれば主治医からの説明等対応可との事。
・小向　静江様～鼻腔栄養・吸引の指示は6/25迄継続。疼痛時ロキソプロフェンNa(60)1Tの残数少ない為、報告し、7回分処方。6/19　9:00～12:00で八戸赤十字病院の他科受診予定。
・小澤　和子様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・工藤　みず紀様～臨時薬は同内容で7日分処方。
・藤井　孝蔵様～エンシュアリキッドは同内容で7日分処方。
・高橋　登様～臨時薬はクエチアピン75㎎が終了、リスペリドンOD 1.5㎎追加、他同内容で7日分処方。

＜皮膚科診察情報＞
・藤井　孝蔵様～①右下腿は軽快している。周囲に擦れないようにエアウォールにて保護。
　　　　　　　　②仙骨部も軽快している。乾燥している為現在処置は不要。悪化の際は臨機応変に同処置で対応して下さいとの事。
・杉澤　恵子様～特変なし。同処置継続。
・木村　美智子様～特変なし。同処置継続。
・馬渡　満芳様～皮疹軽快。同処置継続。デルモゾールDP軟膏2本処方あり。
・水梨　孝純様～右踵の皮弁を切除する。同処置継続。
・是川　志郎様～左腰部から鼠径部にかけて発赤、血疱、水泡あり。帯状疱疹とのこと。
　　　　　　　　①バラシクロビル錠 ６T ３×１/毎食後　７日分
　　　　　　　　②テラマイシン軟膏　25G 1本　処方となっている。
処置は、テラマイシン軟膏塗布＋ガーゼ保護
・木村　茂様～両上肢前腕から手にかけて、出血瘢、表皮剥離、水疱から血疱形成著明。
　　　　　　　→表皮水疱症or類天疱瘡　

　　　　　　　　①プレドニゾロン（5）4T　2×1/朝夕食後　5日分
　　　　　　　　②ソフラチュール　5枚　処方となっている。
　　　　　　　処置：ソフラチュール貼付＋滅菌（できるだけ）ガーゼ保護
　　　　　　　　　　処置時もできる限りの滅菌操作（清潔操作）で行ってくださいとのこと。浸出液が多い際は、ソフラチュールを2枚重ねにしてガーゼが皮膚に張り付かない様処置を行う。
　　　　　　　・全身状態の観察が必要で、拒薬などをせず確実な内服が必要であり、本来であれば、市民病院皮膚科での治療が必要な疾患であるということを念頭に、服薬介助や創処置を行う必要があるとのこと。
・土井Dr.指示にて主治医（馬渡Dr.）にプレドニゾロンが処方となった
事を報告している。また、主治医からはご本人の治療の受入れ状況等を観察し、御家族に連絡をして、御家族の意向も確認しておくようにとの指示あり。
・治療困難な疾患と思われるので、内服の状態、皮膚の状態などを6/22（月）に南山苑に連絡し、土井Dr.に報告してくださいとのこと。そのとき、プレドニゾロンの再処方も検討しますとのこと。
＜入院患者様情報＞
　　日時：R2.6.18　12：55

　　氏名：鎌田　隆子（かまだ　たかこ）様

　　生年月日：昭和10年10月24日（84）

　　病名：レビー小体型認知症（疑い）

　　合併症：高血圧症

　　性別：女性

　　主治医：深澤Dr

　　入院形態：医療保護入院

　　病棟：東病棟Cユニット

　

(経過）

　元々、神経質で心配性な性格であった。1年前ぐらい前から健忘症状あり。認知機能障害は今年の2月や3月時点では顕著ではなかったが、6月から鮮明な幻視が顕著となり動物や人間が徐々に悪化した。R2.6.10には徘徊して外で眠っている姿が発見されている。日中より玄関先で蹲っている様子が有り、長時間に渡っていたことから、隣人住民が担当地区の高齢者支援センターに連絡(みやぎ)。高齢者支援センター職員が様子を確認するも、やはり幻視様の症状があり独語が聞かれていた。昨日、弟が1泊本人宅に泊まり様子を見ていたが、一晩中独語している状態であり不眠であった。鳥や魚の幻覚が顕著であった。錯覚や人物失認も顕著である。様々な不安となることがあるが的を得ず。

上記の症状の経過や特徴からDLBの可能性が高く、精査及び薬物療法の目的でR2.6.18　12：55東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
